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ニホンイシガメとは 

ニホンイシガメは、本州・四国・九州その周辺島嶼に棲む日本固有の淡水性カメ類である（Yasukawa 

et al.,2008）。本種は河川などの水辺だけでなく、里地里山などの二次的環境を好んで利用すること

が知られている（矢部、2007）。また陸域や水域の広い範囲を生息地とすることなどから、里地里山生

態系の生物多様性の高さを示す指標種となることが期待されている（加賀山、2020）。一方で、本種は

①生息地の消失、分断、悪化、②外来種の影響、③業者による乱獲等により、個体数の減少が危惧さ

れている（矢部、2010）。このような脅威により、環境省では準絶滅危惧種、兵庫県では Cランク、神

戸市では Aランクに指定され（竹中、2014ほか）、保全対策が求められている。 

 

神戸市のニホンイシガメの生息状況 

神戸市においては、2017年に明石川水系において、誘引罠による定量的な捕獲調査が行われており、

イシガメは上流部にわずかに点在するのみと報告されている（明石神戸アカミミガメ対策協議会、

2018）。また、2010年から 2011年に神戸市内のため池 11箇所において、同様に定量的な捕獲調査が行

われており、捕獲されたカメのうちイシガメが占める割合は1％のみと報告されている（谷口他2015）。

以上から神戸市内のニホンイシガメの生息状況は危機的状況といえる。 

 

ニホンイシガメ保全の試み 

そこで、神戸市北区に位置する国営明石海峡公園神戸地区 あいな里山公園を対象にニホンイシガ

メの保全を念頭とした調査を試みた。本公園は、地域の里地里山の景観を保全再生し、大都市近郊で

誰もが気軽に里地里山文化を体験できることをコンセプトとした、平成 28年に開園した里地里山文化

公園である。本公園を対象とした理由は、国営であることから半永久的に里地里山環境が維持管理さ

れることが期待できるため、つまり、ニホンイシガメの脅威のうち二つの要因（前述した①と③）を

解決できると考えたことにある。さらに、本公園を景観、文化的な観点だけでなく、ニホンイシガメ

を含む里地里山生態系の保全区域にできないかと考えたことにある。 

 

調査の概要 

調査は主に３つ行った。以下に概要を紹介する。第一に、2020年に公園内の主に水田として利用さ

れている地点を中心に、誘引罠による淡水ガメの捕獲調査を行った。延べ 100 罠を仕掛けたところ、

最も多く捕獲されたのはクサガメ、次いでアカミミガメで、ニホンイシガメは捕獲されなかった。第

二に、ニホンイシガメの行動圏を調べた。第一の調査後に継続して行った誘引罠による捕獲調査や公

 

 

 

両前肢を負傷したニホンイシガメ 

（2021年あいな里山公園で撮影） 
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園管理者からの情報提供などにより、2020年から2021年に公園内でニホンイシガメ6個体を確認した。

これら個体に発信機を装着し、捕獲から半年から一年間、追跡調査を行った。いずれの個体もため池

を中心に、田畑や水路、林、草地、荒地など様々な環境を利用するものの、行動圏は限定的であるこ

とがわかった。第三に、公園内を流れる木見川と同水系由来のニホンイシガメ 2 個体（いずれも成体

雌）を用いて、公園内への移植を 2021年に試みた。第二の調査で追跡した個体同様に発信機による追

跡を行ったところ、それら 6 個体より行動圏が広い個体もあるが、本公園内に定着する傾向が認めら

れた（2023年現在も継続追跡中）。 

以上、本公園内においては、ニホンイシガメの生息個体数は極めて少なく、行動圏は限定的であっ

たことから、本種の保全対策として、移植等による個体数管理が有効と考えられた。ところが、2021

年 8月、追跡中のニホンイシガメ 1個体が両前肢を負傷しているのを確認した（写真）。本公園ではア

カガエル類やセトウチサンショウウオがアライグマに捕食されたとの報告があること（栗山・沼田

2020）、また今回の傷の特徴からも（例えば鈴木他、2015）、アライグマに襲われて負傷したと考えら

れ、本公園ではアライグマがニホンイシガメを含む在来種に深刻な影響を与えていると推測された。 

 

課題と問題点 

今後、あいな里山公園でのニホンイシガメ保全に取り組む上で課題となるのは、（1）外来種対策、（2）

ニホンイシガメの保全対策としての個体数管理の是非とその方法、（3）モニタリング体制の構築の主

に 3 点と思われる。（1）のうち特に注力しなければならないのは、本調査でニホンイシガメへの被害

が確認されたアライグマ対策である。在来種や生態系の保全を念頭にしたアライグマ対策が広域に行

われた事例は少なく、まずは各関係機関が情報共有、連携し、防除体制などの仕組みを構築していく

ことが必須と考えられる。また、資源競争を引き起こすアカミミガメやクサガメ対策についても同時

に実施する必要がある。特にニホンイシガメと交雑を引き起こすクサガメは（Suzuki et al.,2014）、

近年、日本のクサガメ集団の外来性を示す学説が支持されてはいるものの（Lovich et al.,2011）、法

的な扱いは放置されたままで（環境省・農林水産省、2015）、今後、扱いに関する議論が進むことを期

待したい。（2）については、日本において、人為的な個体数管理による淡水ガメの保全が体系的に行

われた事例はないが、その是非を含め、様々な知見を基に方法を検討し、慎重に行っていく必要があ

る。（3）については、適切な外来種対策や在来種、在来生態系の保全のためには長期的なモニタリン

グは欠かせない。どのような体制でモニタリングを継続していくかについても検討していく必要があ

る。 
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